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高まるDX推進の重要性

デジタル技術の進歩にともない、
社会環境は目まぐるしく変化して
います。特にビジネス界では従来
の価値観やビジネスモデルをひっ
くり返すようなゲームチェンジャー※3

の登場により、それまで優位だっ
た企業が一気にシェアを奪われる
ような事態も起きています。

そんなビジネス環境の中で勝ち
残るには、DXを進め、業務効率
や生産効率を上げることや古い
仕事のやり方からの脱却が求め
られています。しかし、多くの中小
企業では、高度な技術をもつIT
人材の不足により、DXを推進で
きていない企業が多く見られます。
そこで、数々のPoC※4を行う第一
生命経済研究所の平川氏は、「ノー
コード／ローコード開発ツールに
大きな期待が集まっている」と話
します。
「ノーコード／ローコード開発と

は、プログラミングを行わず、も
しくは必要最小限のプログラミン
グによってアプリを開発できる仕
組みの総称です。専門的なプログ
ラミング知識を必要としないため、
IT人材の不足に悩む企業でも導
入が可能で、今後も需要が高まっ
ていくと思われます」（平川氏）

内製が育むメリットと 
依存で生じるデメリット

ノーコード開発は、ツールにあ
らかじめ用意されている項目など
を組み合わせることでアプリを開
発できます（図1参照）。また、ロー
コード開発は、最小限のプログラ
ミングをすることで、より高機能な
アプリを開発できます。

近年は、人の手で行う定型化さ
れたパソコン操作を自動化する
RPA（ロボティック・プロセス・オー
トメーション）も導入する企業が
増えています。これも一般的にプ
ログラミングが不要なためノー
コード開発の一種と言えますが、
あくまでも行っている作業を自動
化するツールです。平川氏は、こ
のノーコード／ローコード開発の
メリットについて、主に二つの点を
挙げます。
「IT人材の少ない日本企業のア

プリやシステムの開発は、これま
で外注が一般的でしたが、コスト
面で大きな問題がありました。さ
らに、自分たちの業務に本当に役

立つものになっていないなど、外
注先との意思疎通の面でも問題
がありました。しかし、ノーコード
／ローコード開発なら、高度な技
術をもつIT人材なしでも内製で開
発できるため、これらの問題を一
気に解決してくれます。また、市
場の変化にともなって早急な対応
が求められるような場合にも、素
早い開発で答えられるというメリッ
トがあります」（平川氏）

一方で、平川氏は「ノーコード／
ローコード開発には、主に二つの
注意点がある」と指摘します。
「一つは、開発できるアプリが制

限されるということです。ノーコー
ド／ローコード開発は、あらかじめ
ツールに用意されたパーツ（ボタ
ンなどの部品）で開発するため、デ
ザインや機能面の自由度が低くな
ります。二つ目は、ベンダーロック
インです。これは、企業のシステ
ムが特定のベンダーに依存してし
まう状態を指します。ノーコード／
ローコード開発のツールには、各
社間の互換性がないため、ある
ツールで作成したアプリは他社の
ツールでは動きません。ベンダー
が倒産した場合などにツールの
乗り換えが 難しく、事前に対応
策を考えておく必要があります」

（平川氏）
また、運用上の注意点も挙げて

います。
「アプリの内製ができるようにな

ると、企業内の各組織でそれぞれ
開発したアプリが乱立してしまう
恐れがあります。そうなると、全
体が把握できず、収集したデータ
が活用できなかったり、仕様書な
どがないため開発者以外がメンテ
ナンスできなかったりと、セキュリ
ティも含めたガバナンス面もあら
かじめ考えておく必要があると思
います」（平川氏）

ベンダー選びで注意すべき 
五つのポイント

ノーコード／ローコード開発は
世界中で広がりを見せている中、
日本でもノーコード／ローコード
開発のツールを提供する企業が
続々と登場しています。しかし、
平川氏は「それだけ競争が激しく、
競争に負けて消えていく企業も多
くなります。そのため、ベンダー
選びはますます重要になります」と
指摘しつつ、ベンダー選びのポイン
トを五つ挙げています（図２参照）。
「ベンダー選びはまず、ユーザー

同士で情報交換をしているコミュ
ニティのあるベンダーを選ぶのが
おすすめです。コミュニティ内で
はユーザーが使い勝手を批評した
り、使い方を相談しているので、
役立つ情報が多くあると思います。
次に、無料版を試してみることも
重要です。一通り使ってみて自分
たちが望むアプリが作れそうかど
うか、必ず確認しましょう。また、
自分たちが望むアプリが開発でき
るかどうかを調べるためには、ア
プリの開発事例を調べることも必
要です。

このほか、ベンダーに聞くなど
して同業他社の動向を調べること
もおすすめします。同業他社で使っ
ているということはその業種・業
態に合うのかもしれません。また、
長く使っていくためには、サポート
体制のしっかりしたベンダーを選
ぶことも大事です。ベンダーの中
には初心者向けセミナーを実施し
たり、レクチャー動画をホームペー
ジ上で公開している場合もありま
すので、中小企業での導入検討に
も心強いと思います」（平川氏）

現在はノーコード／ローコード開
発ツールのおかげで、DXを推進し
やすくなっていることもあり、平川
氏は「デジタル活用の立ち位置が
少し変わってきている」と言います。
「従来の日本のデジタル活用は、

これまで手作業で非効率だった作
業をデジタルに置き換え、効率化
していくこと、すなわちIT化がメ
インだったと思います。しかし、今
はデジタル活用により新しい価値
を生み出し、お客さまに優れた体
験を提供するDXの実現を目指す
ようになるなど、立ち位置が変わっ
てきています」（平川氏）

平川氏の指摘する通り、デジタ
ル活用により新しい価値や優れた

体験を提供し、他社との差異化や
優位性の確立を図る競争が激化
すると、より利便性の高いノーコー
ド／ローコード開発の需要は高
まっていくと考えられそうです。

※1 �DX :Digital Transformation（デジタルトラ
ンスフォーメーション）の略で、直訳すると

「デジタルによる変容」。進化したICT技術を
用いることで、人々の生活やビジネスがより
良いものへと変容（変革）していくこと。

※2 �アプリ：アプリケーションソフトウェアの略
称で、特定の目的のために設計されたソフト
ウェアのこと。

※3 �ゲームチェンジャー：経済・社会の状況を
一転させる個人や企業を示す言葉。もとも
とスポーツ競技で、試合の流れを一気に変
えてしまう選手やチームをこう呼んでいた。

※4 �PoC：概念実証を意味する「Proof of Concept」
の略。概念実証とは、新しいアイデアやテク
ノロジーによって得られるビジネス上の効果
や有効性を検証することを指す。
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企業にDX※1の推進が求められる中、専門知識がなくても誰でも簡単にアプリ※2が開発できる「ノーコード／ローコード開発」が注目
を集めています。そこで今回は、先端技術やテクノロジー製品の検証を主な業務とし、ノーコード／ローコード開発の検証も行って
いる、株式会社第一生命経済研究所 客員研究員の平川 善教氏に話をうかがいました。

  企業のDXを支える
ノーコード／ローコード開発の
メリットと注意点

特集

（※平川氏作成）
発注管理アプリの画面に発注を確定させるボタンを追加する例
①左側の「コンポーネント」より追加したい項目＝ボタンを選んで、ドラッグ＆ドロップで発注管理画面に追加
②右下「プロパティー」では、選択項目のスタイル（見た目）や実行内容（保存するなど）などを指定
③右上「Preview」で内容確認、「Publish」でアプリに反映することが可能
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【図 1：ノーコードツールを使ったアプリ開発のイメージ】
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【図 2：ベンダー選びの五つのポイント】


